
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　案

陳
　
　情

諮
問

決
議

瀧
塚

　政
明

久
保

　秋
男

竹
内

　
　強

澤
田

　道
孝

山
本

　恭
久

渡
辺

　
　功

山
本

　良
輔

石
川

　英
治

山
本

　和
俊

竹
内

　卓
美

新
美
三
喜
雄

都
築

　清
子

小
柳
み
ゆ
き

大
村

　文
俊

阿久比町職員の給与に関する条例の一部改正について

阿久比町下水道条例の一部改正について

令和元年度阿久比町一般会計補正予算（第5号）

令和元年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

令和元年度阿久比町介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和元年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

令和元年度阿久比町水道事業会計補正予算（第2号）

令和元年度阿久比町下水道事業会計補正予算（第2号）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

福祉保育職場の大幅な増員と賃金の引き上げの実現をめざし国に対し意見書提出を求める陳情

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書

「地元自治体との連携による経営支援体制確立と地域商工業振興に対する支援の拡充」

交通死亡事故の根絶についての決議
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60

61

２

18

19

20
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令和元年 第４回定例会

番
　号

結果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

適任

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

╳

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

╳

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

╳

╳

○

╳

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○賛成　╳反対　̶議長

件　　　　　名

阿久比町特別職の職員の給与及び旅費並びにその支給
方法に関する条例の一部改正について

阿久比町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正について

諮問諮問

新 海 　 伸 誓 氏（矢口）

人権擁護委員の推薦（新任）人権擁護委員の推薦（新任）
しん　　かい のぶ　　ちか

法務大臣へ推薦することにしました。
人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵犯されないように全国の市町村に
配置されていて、皆さんからの意見や相談を受け付けています。
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総務
建設

文教
厚生

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　12
月
11
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
12
日
に
文
教
厚
生

委
員
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
主
な
質
疑

は
次
の
と
お
り
。

　阿
久
比
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
　
住
居
手
当
の
一
部
改

正
で
影
響
が
出
る
職
員
は

何
人
か
。

　
　
対
象
者
は
33
人
で
、

そ
の
う
ち
16
人
は
千
円
の

増
額
と
な
り
、
減
額
の
対

象
と
な
る
の
は
17
人
。

　令
和
元
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
補
正
予
算
の
う
ち
の

一
般
寄
附
に
つ
い
て
。

　
そ
の
使
用
に
関
し
て
寄

附
者
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
か
。

　
　
災
害
等
に
備
え
て
避

難
所
等
の
備
品
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
伺
っ

て
い
る
。

　
　
寄
附
金
で
購
入
す
る

品
目
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
熊
本
地
震
の
時
、
建

物
の
中
に
入
れ
ず
簡
易
テ

ン
ト
に
て
避
難
し
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
簡
易
テ

ン
ト
の
購
入
を
考
え
て
い

る
。（

竹
内
　
　
強
　
議
員
）

　令
和
元
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
学
校
選
択
制
を
導
入

し
た
こ
と
へ
の
評
価
。

　
　
陽
な
た
の
丘
・
宮
津

団
地
の
指
定
エ
リ
ア
か
ら

全
体
で
82
人
の
児
童
が
英

比
小
学
校
を
選
択
し
、
新

一
年
生
が
57
人
い
る
。

　
英
比
・
東
部
の
両
小
学

校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
５
ク
ラ

ス
の
編
成
と
な
っ
た
。

　
規
模
の
是
正
・
平
準
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
通
学
等
に
関

す
る
問
題
に
は
検
討
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
心
身
障
が
い
者
福
祉

事
業
費
の
補
正
額
が
約
２

６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
毎
年
、
こ
の
程
度
あ

る
か
。

　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利

用
者
の
共
同
生
活
援
助
、

生
活
介
護
、
就
労
継
続
支

援
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
が
当
初
見
込
み
よ
り
増

え
た
こ
と
が
要
因
。

　
昨
年
度
決
算
額
と
補
正

後
の
金
額
を
比
較
し
て
も
、

約
１
５
０
０
万
円
の
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　令
和
元
年
度
阿
久
比
町

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

　
　
介
護
認
定
プ
ラ
ン
変

更
に
と
も
な
う
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
業
務
増
加
の
現
状

と
傾
向
。

　
　
平
成
29
年
４
月
１
日

よ
り
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
介
護
認

定
の
有
効
期
限
が
12
カ
月

か
ら
24
カ
月
に
延
長
さ
れ

た
。
期
間
途
中
の
区
分
変

更
申
請
が
、
30
年
度
、
31

年
度
と
増
加
し
て
い
る
。

　
　
区
分
変
更
申
請
の
判

断
は
誰
が
見
き
わ
め
て
い

る
か
。

答 問

答 問

答

答

問

問

答 問

答 問答 問

　
　
サ
ー
ビ
ス
期
間
中
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況
な
ど

か
ら
、
本
人
と
そ
の
家
族

の
意
向
、
事
業
所
等
で
の

状
況
等
を
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
聞
き
取
り
判
断

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
小
柳
み
ゆ
き
　
議
員
）

愛知多の大地建設計画予定地視察

委員会視察


